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タイと日本の高校生のための神戸・淡路の

震災モニュメントヘの英語野外巡検の試み

おか もと よし お

岡本義雄(元本校教諭,現非常勤講師,地学）

抄録: 1995年兵庫県南部地震（阪神大震災）のメモリアルサイトへの高校生のための巡検を行った．

この巡検はタイと日本の高校生のジョイントプログラムとして企画された． タイと日本両国

の生徒と先生は「人と未来防災センター」 （神戸市） ． 「北淡震災記念公園」 （淡路島）を

訪問した． ここでは参加者は, 1995年兵庫県南部地震とその災害を展示物， ビデオ， 当時の

地殻変動をほうふつとさせる保存された地表断層露頭などを通して学ぶことができる．参加

者は巡検を通して地震科学を学び，震災の遺構や展示物に強いインパクトを受けることにな

る．震災から20年を経て，その記憶も次第に薄れてきてし､るが， この企画は先生だけでな

く，震災を経験していなし､生徒たちにも，震災の悲劇とその震災からの復興を学ぶ絶好の機

会となった．筆者にとっても， この巡検は外国と日本の高校生を英語で案内する初めての経

験となった．博物館見学，バスでの講義，そして実験という組み合わせはとても生徒を魅了

し， 2つの国による交流企画として成功であった． 2つの博物館の選択が適していたこと

は， あとのアンケート結果からも明らかである． この企画における英語の公式言語としての

使用は， 日本の参加者に外国の言語とその表現を学ぶとてもよい機会となった．そして彼ら

は英語の国際コミュニケーション言語としての重要性を強く理解した．案内地図などを作成

した際の技術的な事柄は，本文の最後に追記として述べる．

キーワード：兵庫県南部地震震災，野外巡検， タイ，高校生，英語

1 ． はじめに

本校は，今年度， タイの王女立高等学校(ChulabornScienceHighSchoolPatumthani) と

姉妹提携を行った．理数科に秀でる生徒の多いタイでも有数のレベルの高校との協力関係

はSSH(スーパーサイエンスハイスクール）事業を元に，同じく理数科に強い生徒の教育

に力を入れている本校との目的が一致した部分が大きい．

その提携企画の第1段として，相互の生徒の交流企画（タイの高校生，教員の約1週間

の日本での滞在，見学）が12月中旬に日本で行われた． この企画の詳細はここでは省略

するが，その企画の中の野外研修の－一貫として, 1995年の神戸・淡路の震災の跡を巡る

タイ･本校両高校生を中心とした巡検が計画された．筆者はその野外巡検の案内者として，

この企画に協力し，英語での現地案内を行ったのでその詳細を報告する．

教育のグローバル化をすすめる今日の教育事情から，現在高校の理科教育においても英
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語の重要性がしばしば指摘され， 日本人の高校生にも英語での授業の試みが初められてい

る． また，筆者は高校地学教員としてのキャリアの後半で，海外での研究発表の重要性や，

理科教育における英語の重要性に気づかされた．そのため，筆者担当の地学の授業におい

て，時折英語を用いた授業の試みや英語の資料を用いた授業を随時行ってきた． また留学

生イベントの講師などとしても，地学の内容を英語で話す機会をできるだけ作るように心

がけてきた．今回本校SSH委員会よりこの企画の案内者の依頼があったとき，筆者の英

語力を一層鍛えるよい機会をいただいたと考えた． また神戸の震災から20年を迎える今

年，改めて筆者自身もやや遠くなった感もある震災の記憶をもう一度問い直し，新たに地

学教育に生かす機会にもなると考えた． このため， 当日の巡検資料もすべて英語で作成し

(必要に応じて日本語を併記)， 1995年兵庫県南部地震余震地図なども新たに作成し直し

た．それらの資料は文末に資料として添付する．

なお，本巡検に参加した生徒はタイからの6名（すべて女生徒)， タイの高校の先生方

が4名，本校生徒が25名，本校教員が筆者を含めて3名，大阪教育大学からのTAの学

生が2名であった．参考までに，筆者の英語力は海外学会発表などでこの15年鍛えてき

たつもりであるが, TOEICスコア640点(2002年受験時),英語のセンター試験を毎年遊

びで解いた点数は平均180点（ここ数年の平均， リスニング除く），最高194点（一昨年）

といったところであり，国際学会においても， 日常会話や自分の研究を聴衆に伝える部分

ではそれほど不自由しなくなった．ただ留学経験などが皆無なため，英語ネイティブたち

の早口の発表や， カジュアルな会話時のリスニングや発語にはまだまだ全然追いつけてい

ないという現状である．

なお本企画の10日ほど前に，筆者自身が-一度車で巡検コースの下見を行い各展示館で

の展示や説明の流れを構成することにした．

2．巡検の概要

本野外巡検の概要は以下のとおりである．

日時:2014年12月14日 （日）

行程：8:50学校発貸切バスで阪神高速道路神戸線経由

9:50「人と防災未来センター」 （神戸市中央区脇浜海岸通）着見学

ll :30「人と防災未来センター」発 摩耶ICから北淡IC経由

12 :30「北淡震災記念公園」 （兵庫県淡路市小倉） 着昼食後

「野島断層保存館」ほか見学

l4 :00地震・断層の講義と実験（セミナーハウスにて）

l5 :30 「北淡震災記念公園」発時間があれば「神戸市内南京町見学」

17： 30学校到着・解散

参加生徒：タイ側6名十先生4名

日本側生徒25名十大阪教育大学TA2名十本校教員3名（筆者含む）
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3． 神戸「人と未来防災センター, DRI (DisasterReductionandHumanRenovation

institution)」の見学

本校前を午前9時前に出発したバスは， まず阪神高速から，神戸に向う． このバスの中

で日本・タイ両国の高校生を前に，本巡検ではオフィシャルランゲージは英語であること

を宣言する．ただし用いるのは正しい英語(correctEnglish)ではなく，コミュニケーショ

ンツールとしての英語であると強調した．それを聞いた前の席のタイの先生方がすかさず

ほほ笑んだ． これは本企画の意味を本校の高校生に強く認識させるのには効果があった．

もちろん，英語の苦手な生徒には日本語での積極的な発言も可とした．そのためにあらか

じめ事前に英語の得意な女生徒に,適宜通訳の労を取ってくれるよう要請を行っておいた．

またこの種の交流企画では，長いバスの中での時間の過ごし方が重要になる．両校の生徒

が飽きないよう， また折角の巡検の機会を積極的に地学的な勉強に使えるよう， あらかじ

め英語の資料（質問集や，地震や神戸震災の基本を説明したり考えさせたりする英語の地

図など資料）を手作りで用意した（本文末に添付)．

バスの中での交流は地球科学の学習のために，あらかじめ資料のなかに幾つかの地学的

な質問を用意した． これらの質問を英語で投げかけ，生徒からの回答に答えながら，神戸

を目指すことにした. Ontheright-handside,youcansee---とバスの途中風景のガイド

もわすれない．

阪神高速に入ったあたりで，資料にある第1の質問を行った． どうして，大阪のフラッ

トな地形はできたか？また，大阪城から南に続き，本校が立地する上町台地の生じている

原因は何か？など． これらから大阪や神戸の地形が，地下に隠されている活断層の活動に

密接に関連することを気づかせることにした． また大阪平野を取り囲む古い岩石でできた

山々の成因にも同様のメカニズムが働いていることを想像させた． さらに地震がほとんど

ないタイと，地震国である日本の違いなどにも，両校の生徒が気づくように気を遣った．

本校と震災の関連については，巡検前日に偶然，本校前校舎主任の宇野勝博先生（現大

阪大学） とお話しする機会が持てた，そこで宇野先生が神戸市の出身であり， 自身の知り

合いや級友が被災された生々しい話をお聞きした．その中で伺った，最近卒業した本校の

生徒にもお父さんを震災で亡くされた人が居たことなどを紹介し，本校と震災も決して無

縁ではないこともバスの中で伝えた．

阪神高速神戸線が，尼崎から芦屋に入るあたりからは，次第に1995年兵庫県南部地震

(本巡検ではこれを諸外国での呼称を真似て″l995KobeEarthquake"と呼んだ）で「震災

の帯」 と呼ばれた被災地域に入る．六甲山と 「震災の帯｣，活断層の位置などの関係，合

同扇状地に発達した神戸市街などの地形的特徴を説明した． この合同扇状地では，かつて

昭和13年に「六甲水害」 と呼ばれる大水害が発生し，その様子は有名な谷崎純一郎の小

説「細雪」にも描かれているなどのエピソードの紹介も生徒への質問も交えながら続ける．

その後，バスは神戸製鋼の本社前を通過し， この社屋が震災で大きな被害を受けたこと

なども説明する．

やがてほどなく 「人と未来防災センター」に到着． ここでバスを降り，案内者の指示に

従って館内の映|画や展示などを見て回った． この際もあらかじめ英語での案内や，映画の
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曙ができた（写真1）．

最初に見せられる，震災当日の再

現映画は床を通した振動や点滅する

光，臓音などで震災をリアルタイム

で経験できるあまりの迫ﾉJに， タ

イからの生徒が1名，気分が悪くな

り途中退室することになった（その

後すぐに1口I復し，見学に復帰した)

映画が終わると，階をドって震災の
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さまざまなモニュメン|､や資料の腱 写真1 「人と防災未来センター」ロビーにて
示室の案内を見学した． さらに神戸

に住んだ架空の高校生の目から見た

震災とその復興の様子を描いた映画

を鑑賞した． この映l由iでは， とくに

震災後のボランティア活動の自然発

生や，人の協力の大切さを描いてい

て, i町校の生徒も強く感銘を受けた

印象があったなぜなら，本校生も

神戸の震災のときにはまだ生を受け

ておらず， 自分たちが住む身近な関

西でこのような大きな震災があった
ｰ、一‐ｰ／…、ー．'～､~ゞ／‐‘ー 写真2実験教室を見るタイの高校生と先生方
ことを再認識するとともに，案内す

る筆者もその当時の様子を強く思い出す瞬間ではあった．

2階に降りてきて，実験フロアでは，簡単な装置で建物の構造における「筋交い」の役

害'|を示す実験を見学した． こちらも案内者から英語で説明を受け，筆者が技術的な説明の

細かい点を補ったタイの生徒や先生方も熱心に質問を行っていた（写真2）

4淡路島「北淡震災記念公園」 （野島断層保存館）見学

バスは神戸を出発し須磨を経て明孑,から「明石海峡大橋」を渡る世界一の吊り橋の

称号は未だ健在で，両国高校生もその威容に感動． さかんに写真を撮る私は通過時に，

左が大阪湾，右が瀬戸内海だと示し，潮流が早い場所はこのあたりで有数の漁場だとの説

明をする．やがて高速道路は淡路島に上陸，小さな漁港などを見つつ，巨大な風力発電の

風車がシンボルの断層記念館に到着したなお， ここでバスの乗務員との意思疎通が不足

し， F見で生徒に見せようと思った淡路島北淡町の棚田を利用した巨大な太陽光発電装置

と尾根に林立するこれも巨大な風ﾉJ発電風車の威容は，結局帰りのルートでも見れなかっ

たことが， この巡検での唯の心残りであったJ<Ir'1同様の企画を行うときの留意点とし
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たい

北淡震災記念公園駐車場でバスを

降り， まず昼食となった日本式の

お弁当の昼食であったが，違和感な

くタイの生徒や先生方も食事されて

いたのが印象的であったここで，

筆者はタイの先生方と親しく話をす

る機会を与えられた

北淡震災記念公園の巨大な風車（写

真3）は平均すると， この記念公園

の消費電力のl/3を賄うという巨大

なもので，その下を通るときには風

車の風を切る音が凄い．

食事後の断層保存館ではまず，地

震後地表に現れた断層の食い違いを

そのまま保存して展示した威容に参

加者は目を丸くする（写真4）． こち

らは神戸と異なり英語の案内はない

ので，筆者が断層露頭を前にその概

要を説明する とくに地盤のくいち

がいが上下だけでなく，水平にもず

れている様子が，立木の列の食い違

いとなって現れているのは興味深い

地下の断層の水平ずれに伴い，地表

面の柔らかな表土が「エシェロン状」

(斜め筋状）に割れている展示がある

のだが， この英語の表現はとりわけ

筆者には難しかった．

さらに断層を掘り込み，垂直な断

面として見せる場所では断層のずれ

とノJの関係についても生徒に問いか

けて考えさせた．本校生はすでに高

1の地学で断層のことを学習してい

るので逆断層と力の関係を指摘す

る生徒も居た（写真5）

巨大な温室のように断層を覆うガ

回の采b刀ﾕな衣工かlエンェロン》灰」

鶴

‘蕊驚 鐸

蝉j…

灘
写真3．北淡震災記念公園の巨大風車

写真4野島断層記念館内部（断層のずれが見える）

蕊
(斜め筋状）に割れている展示がある

のだが， この英語の表現はとりわけ

筆者には難しかった．

さらに断層を掘り込み，垂直な断

面として見せる場所では断層のずれ

とノJの関係についても生徒に問いか

けて考えさせた．本校生はすでに高

1の地学で断層のことを学習してい

るので逆断層と力の関係を指摘す

る生徒も居た（写真5）

巨大な温室のように断層を覆う力写真5．垂直断面の前で|断層のずれと力を考える
ラス張りの保存館を出て，次の展示館である，断層が自宅内を通る保存された住宅の展示

を見るここは地震のあとも住民が住み続けておられたが，地震の数年後，県が買い取っ

て震災の被害の展示館として活用している.少し室内が傾いでいる様子が展示されている

台所は震災直後の食器が床に散乱した様子を再現している．半R,英語モードで説明して
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きたが，段々疲れてきて，台所という英語がすぐに出てこず， 日本側の生徒に聞くとただ

ちに笑って「kitchen!」 と返してくれたのが印象的．生徒もだんだん英語モードに慣れて

きている様子だった．住宅の展示を外に出ると， この住宅の庭を断層が通り，その段差や

住宅の壁がずれている様子が間近に見ることができる． タイの高校生もそのズレの様子に

興味を示し，写真を撮っていた．

そしてこの記念公園では最後の展示室である，震災の揺れを再現し体験する装置のある

展示館でタイ， 日本両国の高校生に震災時の揺れを実際に体験してもらった． これはとて

も印象的な体験で私も下見時に体験したが， とても短周期のパルスのような強い横揺れが

体験できる． これらはあとの講義での説明で「東日本大震災」 （本巡検では2011Tohoku

Earthquakeと呼称）におけるゆっくりとした周期の揺れの違いの説明に役立った．

5． 「セミナーハウス」でのビデオ・レクチャーと断層実験

断層の実物の見学や震災の揺れの体験のあと，別棟（セミナーハウス）の講義室を借り

て，神戸地震と東北地震の地学的なしくみの違いについてのレクチャーを行った．

まず最初に， 日本地震学会作成のビデオ「地震はなぜ起こる？一地震のなぞを探って

みよう」の英語版（日本地震学会事務局から本企画のために借受）を流し，神戸の地震の

全般の理解を得ることにした． このビデオは1995年の神戸の震災に強い衝撃を受けた専

門家の学会である「日本地震学会｣がその直後,広報活動や一般普及の必要性を強く認識し，

製作したもので， 中学生向けに兵庫県南部地震の特性を通じて，地震の起こるしくみを説

明したものである．番組キャラクターとして， 当時真打デビューから間もない若手落語家

｢林家こぶ平」氏を起用し，ユーモア溢れる解説と実験を通じて地震と断層の関係などを

理解させる優れもので， 中学生向けに授業での使用を念頭に製作されている. 1996年製

作ということで，こぶ平氏（現林家正蔵氏）も若く，また映像に出てくる「明石海峡大橋」

は支柱と吊り橋の巨大なロープのみが張られた状態で登場し， 20年の時間の流れや神戸

の地震と 「明石海峡大橋」建設の前後関係が強く認識できる作品である．筆者もこのビデ

オは高校，大学の授業で何度も使用してきているが，英語版が上映されることは珍しく，

ついて来られた「断層保存館」のスタッフの方も熱心に視聴されていた．

ビデオ上映のあと，筆者作成の英文のパワーポイントで， 2つの地震(1995年神戸地

震と2011年東北地震と津波）の特徴とその違い，地学的背景などを説明した．神戸の

地震の震災展示や保存された断層を見たあとだけに，上記ビデオと筆者のプレゼンテー

ションは地学的な意味を充分に生徒に伝えられたと確信している．来日以来のハードスケ

ジュールで疲れているはずのタイの生徒や先生方も熱心に見ていてくれたのが印象的であ

る． このプレゼンテーションも保存館のスタッフの方にも見ていただき，今後のイベント

企画の上で大変参考になったと貴重なご意見をいただいた． なおこのプレゼンテーショ

ンを作成したきっかけは筆者が定年直前に所属した高校3年生の学年で，学年初めの合同

HRで学年付きの教員として何か話をしろと言われて作成したものがベースとなっている．

その際は本校の高校生だけであったが，東北の地震と津波の直後で生徒にも印象深かった

ようで，筆者のたどたどしい英語の話を生徒がとても熱心に聴いてくれたことを覚えてい

る．
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プレゼンテーションのあと，筆者考案の「小麦粉とココアの断層実験」 （岡本， 2000）

を生徒たち自身で行ったあらかじめ用意したアクリルケース，小麦粉， ココアパウダー

などを， 緒に参加した地学部の生徒の協力で各テーブルに配布し， 日本とタイの高校生

の相互協ﾉJのもと，断l筒実験を行った．地層を作るのに時間とやや技術が必要なので，生

徒は真剣な炎情で実験の準備と|断層実験そのものを楽しんだ（写真6）． とりわけ，完成

した地層を片側から押すと, T度直前に保存館の展示で見た，逆断層と同じものが， 目

の前のアクリルケースの中に形成さ

れる様子が観察されたのは，生徒の

強い興味をツ|いたことが事後のアン

ケートでも確認された帰りのバス

の時間が迫っていたが何とか実験自

体は楽しく終｣=し，地学部の生徒の

協ﾉﾉで装置のlnl収や清掃も無事終了

し，付設するi産物屋でt産を各自

買ったあとバスに乗り組んだ． また

実験に使用した小麦粉とココアはす

べて|"|収し，生徒が持ち帰って「断写真6．断層実験を興味深そうに行う生徒たち
層クッキー」を|ヨ宅で作り，翌日の

企1曲iで配布されたと職lいている．最終的に口に入れるものなので‘実験装置や粉の扱いに

は術/k而での柵:理に留’蔵したことはいうまでもない．

6．学校への帰途

r'定時間に「北淡震災記念公l刺」を出発したがバス乗務員から, ･f定していた神戸市内

での闘い物などは渋滞などの交通事情から難しいと告げられ，急遼予定を変更し津名港

近くにあるI道の駅」に向かってもらい，そこでの買い物とI､イレ休憩で代祥した． ここ

でもタイの高校生と先ﾉ'1〃はl産の買い物を楽しんだようである.特に地ﾉC躬産のタコは

タイでも食物として食するらしく上産として，選ばれることが多かったようである．

再度，高速道路に戻り， 「明石海峡大橋」を渡り，神戸｢h内の渋滞がひどくなる前に，

何とか|坂神高速を抜けて， 夕闇が落ちた学校まで帰り着くことができた帰りのバスでは

疲れて眠るﾉ|吊徒も出ることを予想してレクチャーなどは行わず,企|由iの事後アンケート(英

語と、本語を併記）をI配り，今II'lの企画の反省点や今後の企画に活かすデータとすること

にした．

7事後アンケートの結果

最後に本企lllliの事後アンケート結果の一部を示す（回答26名うちタイの生徒と先生

9名） アンケート本文は文末に資料として添付．
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＜結果＞

Most impressivesiteinthistrip:

NojimaFault(野島断層関連施設を含む）

DRI (人と防災未来センター）

４
０
１
１

と結果はほぼ拮抗し，訪問場所として選択した午前中の神戸「人と防災未来センター」

と午後の淡路島「北淡震災記念公園」の設定は適切であったと考える

Wasmylectureaboutearthquakesanddisasterscomprehensible？

VeryComprehensible l6

Comprehensible lO

Cramped O

VeryCramped O

Wasmytripguide(mapandresume)easytounderstand？

Veryeasy 14

Easv l2

Hard O

VeryHard O

WastheHouriaultexperimenteasytounderstand？

Veryeasy

Easy

Hard

VeryHard

５１
９
２
０

と巡検での説明や巡検資料，実験に関する説明はほぼ理解してもらったと考える．

SpecialComment:

タイの生徒や先生からの雅者あての感想の幾つかは以下のとおり，

･ Ihavefilnandveryexcitedinthistripthat lhaven'tmeetever. lhopetomeet

Youcanexplainthatt()oeasytounderstand.AndyourEnglishisveryg()()(1.

･Youareveryimpressing! !!Thankyouverymuchfbreverythingtoday,Iw

understandaboutearthquake.

･ThistripgivesmeaboutknowledgeandiTiends.

･ Interestingandinfbrmativetrip.

Iw

youagaln

as filnand
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･Thankyouverymuchfi･omyourkindlygivesustolearnaboutearthquake. I'mveryappreciate

that.

と巡検と私の説明などが大変有意義であったという，お世辞ではあるが好意的な感想をい

ただいている．

一方日本側の参加者からは

I'mverygladtohavetheopportunitytogoaroundsomeplaceswithThai students, but l

wantedtointroduceChina-towntothem, too.

という最後に時間の都合で行けなかった南京町訪問中止が残念というコメントもあった．

8． まとめ

アンケートからわかるように，本企画は生徒同士の交流や地学的な野外巡検の成果とし

ては，予想以上の成果と支持を得たと考える． とりわけ， タイという国が台風や豪雨災害

では自然災害を経験しているが，地震や火山という面では， 2006年12月のスマトラ地震

に伴う西海岸沿岸部の津波被害を除くと，ほとんどその災害の実感がないため， この企画

がどの程度生徒や先生方の興味を引くかと心配していたが，紀憂に終わったようである．

また当初，参加した日本の高校生たちも自分たちが生まれる前の震災であり， どの程度興

味を持つかとこちらも心配した． しかし終わってみると，やはり 「本物を見て学ぶ」 とい

う本校の歴史的な方法論はここでも充分に発揮され，展示物や映像，そして圧倒的な現場

保存露頭，身近なものを用いての実験などを通じて， 自分たちの身近にある地学的事象を

身を持って体験するという絶好の機会を活かすことになったと自負している． さらに， 日

本の生徒たちにとっても，英語ですべての説明を受ける機会ということで，反応を心配し

たが，彼らは充分にそれを満足してくれた様子が伺えた． グローバル化というスローガン

が掛け声倒れに終わらないように，やはり， こうした機会をこれからどんどん増やして行

く必要性を痛感した． さらに初めての全日，英語を用いての説明やら講義ということで，

筆者自身もかなり緊張を強いられた1日となったが，何とか無事行事を終了させることが

できて,成果には大変満足している． また筆者自身の英語力の鍛錬にもよい機会となった．

こうした機会を与えていただいたことを感謝するとともに，修練してまた次の機会を期し

たいと考えている．本稿が各科目，教科などでの今後の同様の取り組みをされる際の参考

になれば幸いである．

9．謝辞と参考文献

＜謝辞＞

本企画の遂行に当って，企画立案から交通社との交渉等のすべてにあたってお世話に

なったSSH委員の本校公民科甲山和美教諭にまずお礼を述べたい． さらに同行していた

だいた,本企画の引率の責任者の地学科井村有里教諭からは写真の提供をいただいたほか，

本稿に関する貴重な意見をいただいた．同行していただいた地歴科浦崎裕太教諭にも現地

－157－



で大変お世話になった． また，本校地学部3年佐藤雄亮君， 2年城垣徹君には現地での実

験準備や片付けなどで協力を得た．本校2年上杉楓さんには生徒間の通訳の労を取ってい

ただいた．大阪教育大学からはTA(ティーチングアシスタント） として，教養学科欧米

言語学専攻の4回生小島優さん，神崎敬大さんに協力を得た． これらの方々に感謝申し上

げる．

当日の資料作成には次の文献, websiteを参考にした． また余震地図の作成には気象庁

地震カタログとGMT(GenericMappingTooIs,Wesselほか1998)を用いた．

＜参考文献とWebサイト＞

Googlemap:https://www.google.co.jp/maps

産総研活断層データベース: https://gbank.gsj.jp/activefault/index_gmap.html

気象庁：地震年報DVD2008年版

岡本義雄：小麦粉を用いた断層モデル実験，大阪と科学教育14,13-16,2000

Wessel,P・ andW.H.F・Smith:NewimprovedversionofGenericMappingToolsreleased,EOS

Trans.Amer.Geophys.U.,vol.79(47),pp.579,1998

10．技術的な追記

最後に追記として， 当日の英文参考資料の作成手順を紹介し，配布資料を添付する（原

文はカラー)． なお，細かい英文法間違いは訂正せず， 当日配布のままとする．

<1995年兵庫県南部地震余震マップ作成手順＞

気象庁の地震カタログから， 当該地域の1994年～2005年の地震を抜き出し，地図作成

のフリーソフトGMT(GenericMappingTools,Wesselほか1988)でプロットできるよう，

データを選択する． この手順は複雑になるのでここでは省略する．詳細は筆者Webサイ

ト (http://www.osaka-kyoiku.ac.jp/~yossi/)にて， 同様の手順を公開予定． このファイル

をJMA1994-2005.txtとする． このデータをGMTとLinux上の基本コマンドであるawkを

用いて加工する．なお,作成PCのOSはLinuxMintl7を使用した.OSを含めすべてフリー

ソフトである． また気象庁の地震カタログも以前はDVDによる有料配布であったが，最

近無料化され，気象庁サイトよりダウンロード可能となった．

GMTはUnixベースのコマンドラインベースのソフトであるが,Windows上でも使用可

能となっている．筆者はLinux上のスクリプトファイルとして使用した．

なお，本地図作成に使用した地震以外の当該地域の他のデータは，すべて筆者作成の数

値データで，

海岸線詳細データ:kobe.gmt (国土地理院数値地図データより筆者作成これは, GM'l､

内蔵の海岸線データがやや粗いため）

活断層数値データ:Osaka-fdat (産総研活断層データベースより筆者作成）

″震災の帯″輪郭数値データ :d-zone_rev3.txt (震災後の各種資料より筆者作成）

日本の行政区画のうち県境データ :japan_br.dat (古い帝国書院の地図帳より筆者作成，

このデータのみ古いH本測地系に準拠）
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である

配布資料の他の地図，活断層地図は産総研活断層データベースから，ルートマップは

Google地図からそれぞれ作成した． また活断層地図は上記，活断層数値データを作成す

るのにも活用した．方法はg3dataというLinux上のフリーソフトで活断層地図を画像とし

て読み込み， 4隅の基準点座標からソフトウエアデジタイジングするというしごく面倒は

方法で作成した． もともと税金による調査で得られた活断層数値データが早く簡単に政府

機関から無償配布となることをここで強く望む．

＜余震マップ作成スクリプト＞

下記が余震地図作成に使用したスクリプトファイルである．上記の数値データの追加作

図が1行ずつ順番に実行され，最終的に″Kobel994-2005.ps″という画像フアイルが作成

される． これはポストスクリプト形式なので適当な画像ビューワーでpngなどの汎用画像

形式に変換する． さらに，凡例などをWindows上のペイントで記入すれば，配布資料の

余震地図が完成する．

#!/bin/bash

#GMTで神戸余震マップを書くスクリプト

#byY.OkamotolO/June2007,11/December2014

exportPATH=/usr/local/gmt-4.5.12/bin:$PATH #GMTをインストールしたディレ

クトリへのパス

out_nle="Kobel994-2005.pS'" ＃出力ファイル名

pscoast-R134.6/136.0/34.2/35.0-Jm26-BO.2gO.2WESN-Df-G220/255/255-P-K>$out_

file ＃海岸線と地図の描画

awk'{print$1,$2,$3,$4*$4*0.05}' JMA1994-2005.txt lpsxy-R-J-Ccpthle_4-Sc-W2-K-O

>>$out_hle ＃震源ファイルからの震源描画

psxy-R-J-W4-M-O-KKinki.gmt>>$out_61e #詳細な海岸線の描画

psxy-R-J-W12/0/0/220-M-O-KOsaka-fdat>> $out_hle #活断層の描画

psxy-R-J-W12/20/225/20-M-K-Od-zone_rev3・txt>> $out_file #震災の帯の描画

psxy-R-J-W2/0/0/0-M-K-Ojapan_br.dat>>$out_hle ＃県境の描画

psscale-D9.0/26.0/17.4/0.3h-B:"Deprh(km)":-Ccpthle_4-O>>$out_hle #深さと距離のス

ケールの描画
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AfieldtripguideinEnglishfbrThaiandJapanese

studentstolearnl995Kobeearthquakeanddisaster.

OKAMOTOYbshio

Abstract :

A6eldtriptol995Kobeearthquakememorialsiteswerecarriedout.

Thetripwasplannedfbrajointco-operationeventofThaiandJapanhigh-schools.

ThestudentsandteachersofbothschoolsvisitedDisasterReductionandHuman

Renovationlnstitution(Kobecity)andHokudanEarthquakeMemorialPark(Awaji-

shima),wheretheparticipantscanstudyl995Kobeearthquakeanddisasterthrough

thedisplays,videosandspectacularpreservedsurfacefaultdislocations.

Themembersstudiedtheearthquakescienceandalsowerestronglyimpressedwith

thememorialitemsandrealfaults.After20years,thememoryofthisearthquakehas

beenfaded,howeverthiseventstronglyrememorizedthedisasterandtherecovery

fromthetragedy,notonlyfbroldteachersbutalsofbryoungstudents,whohavenever

experiencedthisdisaster.Forme,thetripwasthe6rstopportunitytoguidefbrboth

fbreignanddomestichighschoolstudentsinEnglish.

Thecombinationofvisitingmuseums,buslecturesandexperimentsfUllyinspired

thestudentsandalsomadeasuccessoftheeventasajointprogrambetweentwo

countries.Thechoiceofthetwovisitedmuseumswasappropriatetolearnthe

disaster;werecognizeditfromtheresultsofthequestionnaireaftertheevent.The

useofEnglishfbrsucheventwasagoodopportunityforJapaneseparticipantsto

learnfbreignlanguageandpresentation.Thetechnicalissuesfbrmakmgguidemaps

aredescribedasanappendixofthismanuscript.

追加資料：

①事後アンケート

②当日の巡検資料十

ルートと大阪周辺の活断層地図GoogleMapと産総研活断層データベースより作成),

l995年兵庫県南部地震余震地図（原資料はすべてA3カラー印刷）
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＜添付資料その1 （当日配布回収のアンケート） ＞

Wouldyoupleaseallswerthefbllowingquestionnaireaboutthistrip

(今回の巡検のアンケートに協力ください）

14'hDec､2014

YoshioOKAMOTO

Name(ifyouwish)

Affiliation, School (所属）

Yourmost favoritesubject atyour school

(学校でもっとも好きな科目は）

Yourhlturemajororjob(ifdecided):

(将来の専攻もしくは仕事は）

Most impressivesiteinthistrip

(この巡検でもっとも印象的だった場所は）

Thereasonofabovechoice:

(その理由は）

Yourmoststrongimpressionaboutjapanesenatureorlandscape (Thai studentsonly)

Howabout theDRI，Nojimamuseumandvideo？（施設の展示やビデオ上映の印象はどうでし

たか？）

Wasmylectureaboutearthquakesanddisasterscomprehensible？

(私の地震や災害についての話はわかりやすかったですか？）

□VeryComprehensible □Comprehensible □Cramped DVeryCramped

大変わかりやすい わかりやすい わかりにくい 大変わかりにくい

Wasmytripguide(mapandresume)easytounderstand？

(私の巡検ガイドや地図はわかりやすかったですか？）

□Veryeasy □Easy □Hard DVeryHard

Wasthenourfaultexperimenteasytounderstand？

(小麦粉の断層実験はわかりやすかったですか？）

□Veryeasy □Easy □Hard DVeryHard

Anyspecialcommentorquestionaboutthistripfreely(この巡検についての意見や質問を自

由に)：
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14thDec.2014AGeologicalandSeismologicalGuidefbrtheKobe･AwajiTYip2014
Onthebugdiscus瓢on：

＜Memo＞

byYbshioOkamoto

lfyouhaveanyquestionsorcomment,pleaseemailme

QuestionO:

WhatkindofnaturaldisastersaretherecommoninThailand？

Ans

Questionl:

Osakacityislocatedattheriver-mouths,Ybdo-gawaandYamato-gawa.So,thecitygroundismat
andcoveredwithsoftyOungersediments.Howeverourschool issitedona linearhmtop
stretchingfromtheOsakaCastle,namedUemachi･daiti.

WhyisthcrelinearNorth-Southtrendinghillatthecenterofourcityamongtheotherlownat
Places？

Ans

Question2:

Osaka prefecture is surrounded by threemountain systems, namedHokusetu-santi,
Ikoma-Kongo-santiandlzumi-san-myaku.

ThemountainareasarecomposedofolderrocksmorethanO.lbillionyearsago.
Howwerethemountainsbuilt？’

畠
の
画

Ans

’
ThesecondlargesturbanareainJapan, includingKyoto,OsakaandKobe, is fhmousboth
historicalandculturalviewpoints.

Especially,Kobeport istheoneofthemajorport inJapanandhandlesmorethanonethirdof
importandexportcontamersinJapan.

Kobeisalsofamousthatmanyfbreignersandtradecompaniesarelocatedinthecity
Forexample.intheKitanotown,youcanseemanywesternstylehousesandintheChinesetown
you canmeettheChinesestylerestaurants,shoI)sandpeople. SoKobecityisuniquefbrtheir
exotlccultureand耐shions．

However,inl995,17ihJanuaryearlymorning,disastrousKobeearthquakeMj7.3hitthecity.
NoonecouldsupposesuchahugedisasterwerecausedinKobe! Becausemostofpeoplebelieved
thatintheKansaiareatherearefbwmajorearthquakescomparedwiththeKantoregion.

Question3:

'Ibdayjwewillvisitthememorialareaofthel995Kobeearthquake,wherewasheavydamagedin
l995・

What is themajordifYErencebetween the l995Kobe-earthquakeand the 2011 'Ibhoku
earthquake？

Ans
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3.Procedure:Theslidenumber,sshowaldyermQkin9process
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PreDamtion：
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Pmcedure：

1)Attachthepushplate(orspacer)withatapetipontheendwalloftheCaSe
や _－

原声冒＝-~＝
ー■ ー 歯
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2)Pourtwoorthr"cupsofnourmtothecase(51m.1)

3)PushdownthcnourtomaketheloweststraLum(IIlm.2)

4)CleanuptheinsideWallofcasewithcasecard《》r組lterna1,iwtomakeabeautihl】nourslD･皿um(、、.3）
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6)Returnto2)IDD[1oLibrgeLthecleanuppro"ss''ftcl:Pushingcachstratum.MakiuIgl,"11Lirulstratalsmost

importantl)ollltofthisexperim''''1! M〕ur伽ultg8ketchiRherG

7)AftGrthreenOUrstra[anndLwococoamarkGrs“emade･thepreparationiscompleted

8)ClfPImuptlw[k,skor“l〕k心

9)DG"chthempeofthesI)a"randsetthel)ushbarImdplatovertically,

10)PushthestmUIslowlyimdlookatcarefUnythechImg"orstrata、

11)Oh"rveLhuc,,LIHi,,gIm(ldeveloPingProceSsorthcli'LIILs.

Whmandh()wt加血ultsarGdGvcloped？

Howar“h4,【lippin伜mgl“ofthcmults？

HowarelIwsp“mg1softhefaulLs？

Whatt加ﾛ･&,lj1LiDnb“w“nthismodGlandthC“】･thqullkum“hfmism？

Whatth心1℃l21tionb“w“nthismodelandth〔､moun“inl〕uildings？
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One･Dayn･ipMaptothel995Kobeearthquakememorialsites

A:Ourschool B:Diga8terReductionandHum詞nRenov“ionlnstitution(DRI‘ 人と防災未来センター）

byYbShioOKAMOTO(yossi@cc.0sakakyoiku.ac.jp)

C:11()KUDANEAR'1､HQUAKEMEMORIA1.1斗ARK(NOjim紐、IGT,愚CMU“um、野島断刷保存鮪）

ｌ
』
①
、

KeyWords:0saka(2.67mil), Kobe(1.54IniD. Kyoto(UpperRight,1.47mn) Nara(0.367miD ※地図はGOogle地図を元図
Osaka-Bay(Avdepth:-29m), Seto･InlandS"(Avd:･31m), Akashi･Channel(MaxdepLl': 148m), Mt.Rokko(931m), Mt.Ikoma(642m)

Uemachi-Fault., NOjima･Fault, Arima･'IhkatsukiFaultsline, Kobe-RokkoFaultssystem

HfmshinExpressWay(阪神,高速道路| {阪]:slope [i'l'1:God), Akashi-KaikyoBridge(3911m,mainspan:1991m･$thelongestsuspensionbridgemtheworld!"). Nankin-Machi(shoppingl iftimepermits!)
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